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紀の川市の東部に位置し、古くから大和街道が東西に走り、
殿様の宿泊所が置かれるなど宿場町として栄えた町。世界で
初めて全身麻酔下で乳がん手術を成功させた華岡青洲の出身
地として有名で、偉大な外科医の面影を追いながらぶらり
散策を楽しむ。

　名
手
駅
を
起
点
と
し
、駅
か
ら
ほ
ど
近
い「
旧
名

手
宿
本
陣
」へ
向
か
う
。参
勤
交
代
で
江
戸
に
向

か
う
紀
州
藩
士
が
宿
泊
所
と
し
て
利
用
し
た
住
宅

で
あ
る
。華
岡
青
洲
の
妻
で
あ
る
加
恵
の
実
家
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。名
手
宿
本
陣
の
前
の
道
、大

和
街
道
を
東
へ
て
く
て
く
歩
く
。細
い
道
路
だ
が

き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
て
お
り
歩
き
や
す
い
。国
道

４
８
０
号
線
に
出
る
と
進
路
を
北
へ
と
る
。高
架

を
く
ぐ
る
と
少
し
坂
道
に
な
り
５
０
０
〜
６
０
０
ｍ

ほ
ど
で「
龍
之
渡
井
」に
到
着
す
る
。

　龍
之
渡
井
は
、川
の
上
に
水
を
通
す
水
路
橋

（
掛
樋
）で
あ
る
。散
策
し
た
時
期
は
田
植
え
前
で

あ
り
、満
々
と
水
が
流
れ
て
い
た
。当
初
は
木
造
の

橋
だ
っ
た
が
、幾
度
か
水
害
で
流
さ
れ
、大
正
時
代

に
レ
ン
ガ
と
石
積
み
で
改
修
さ
れ
た
。小
田
井
用

水
に
沿
っ
て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、水
流

の
音
が
心
地
よ
い
。遊
歩
道
を
歩
い
て
い
く
と

「
道
の
駅 

青
洲
の
里
」の
裏
手
に
あ
る
公
園
に
着

い
た
。途
中
か
ら
遊
歩
道
を
は
ず
れ
、山
道
を
歩
い

て
も
道
の
駅
に
た
ど
り
着
け
る
。こ
ち
ら
の
コ
ー

ス
も
の
ど
か
な
山
道
で
歩
き
や
す
い
。

　ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
客
に
人
気
で
、白
桃
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
堪
能
し
た
。し
ば
ら
く
休
憩
し
た
後
、隣

接
し
て
い
る「
春
林
軒
」を
訪
れ
た
。

　春
林
軒
は
華
岡
青
洲
の
住
居
と
診
療
所
・
医

学
校
を
兼
ね
て
お
り
、蝋
人
形
や
音
声
な
ど
で
リ

ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
展
示
で
興
味
深
く
見
学
で
き

る
施
設
だ
。近
く
に
あ
る「
名
手
八
幡
神
社
」に

立
ち
寄
り
、優
雅
な
三
社
殿
を
拝
ん
だ
。そ
れ
か

ら
最
終
目
的
地
で
あ
る
名
手
駅
近
く
の「
光
明

寺
」へ
向
か
う
。

　光
明
寺
は
名
手
中
心
部
の
町
中
に
あ
る
寺
院

だ
。樹
齢
４
０
０
年
と
い
わ
れ
高
さ
が
70
㎝
の
と

こ
ろ
で
傘
状
に
広
が
っ
て
い
る
光
明
寺
の
松
が
有

名
だ
。そ
こ
か
ら
名
手
駅
ま
で
歩
き
全
行
程
が
終

了
。今
回
は
約
５
㎞
の
距
離
で
所
要
時
間
は
３
時

間
程
の
半
日
コ
ー
ス
だ
。ラ
ン
チ
を
絡
め
て
軽
め

の
散
策
を
楽
し
む
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
。

華
岡

青
洲

 
 
 

ゆ
か
り
の

地
を
巡
る

大庄屋である妹背家の邸宅。江戸時代に参勤交代時の藩主
の宿舎（本陣）として利用されたことから名手本陣と称されて
いる。華岡青洲の妻加恵の実家といわれており国の史跡・重
要文化財に指定されている。

①旧名手宿本陣（きゅうなてしゅくほんじん）
紀州藩主であった徳川吉宗の命でつくられた小田井用水の
施設。土木技師の大畑才蔵が手掛けた水路橋で、これらの
施設により紀の川北側の土地に広大な水田が生まれた。

②龍之渡井（たつのとい）
ひときわ目を引く建物は建築家・黒川紀章氏の設計。医・食・
自然・健康がテーマで、華岡青洲の業績を学べる展示室を中
心に、地元の旬の食材を使用したバイキング、ふるさと物産
ショップなどが楽しめる。

③道の駅青洲の里

華岡青洲の住宅兼診療所で、医学校でもあった。母屋と蔵は
当時の建物のままで、青洲が初めて麻酔手術を行った部屋
などを、人形や音声を使ってリアルに再現しており当時の雰
囲気を体験できる施設となっている。

④春林軒
紀北御開拓の祖神、丹生都比売大神が降臨した聖地にし
て、名手の産土神（うぶすながみ）として地域の人々に親し
まれている。本殿三棟は昭和31年に和歌山県指定文化財
に指定されている。

⑤名手八幡神社
天正15年（1583）境内拡大の時、村の富豪惣助が自邸に
あった松を寄進し植えられたものと伝えられている。樹齢は
約400年と推定され、高さはわずか70㎝で幹が傘状に伸
びている。和歌山県指定文化財天然記念物。

⑥光明寺の松

き
ゅ
う
な
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し
ゅ
く
ほ
ん
じ
んた
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の   

と

　
い

し
ゅ
ん
り
ん
け
ん

か
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ひ

暑
い
日
は

水
分
を
こ
ま
め
に

と
り
ま
し
ょ
う

のどかな
山道
コース♪

遊歩道
コース♪

リアルな人形に少し
びっくりするかも道路のタイルが

デザインタイルに
なっている

身分の高い武士が
宿泊した部屋
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駅
近
く
の「
光
明

寺
」へ
向
か
う
。

　光
明
寺
は
名
手
中
心
部
の
町
中
に
あ
る
寺
院

だ
。樹
齢
４
０
０
年
と
い
わ
れ
高
さ
が
70
㎝
の
と

こ
ろ
で
傘
状
に
広
が
っ
て
い
る
光
明
寺
の
松
が
有

名
だ
。そ
こ
か
ら
名
手
駅
ま
で
歩
き
全
行
程
が
終

了
。今
回
は
約
５
㎞
の
距
離
で
所
要
時
間
は
３
時

間
程
の
半
日
コ
ー
ス
だ
。ラ
ン
チ
を
絡
め
て
軽
め

の
散
策
を
楽
し
む
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
。

華
岡

青
洲

 
 
 

ゆ
か
り
の

地
を
巡
る

大庄屋である妹背家の邸宅。江戸時代に参勤交代時の藩主
の宿舎（本陣）として利用されたことから名手本陣と称されて
いる。華岡青洲の妻加恵の実家といわれており国の史跡・重
要文化財に指定されている。

①旧名手宿本陣（きゅうなてしゅくほんじん）
紀州藩主であった徳川吉宗の命でつくられた小田井用水の
施設。土木技師の大畑才蔵が手掛けた水路橋で、これらの
施設により紀の川北側の土地に広大な水田が生まれた。

②龍之渡井（たつのとい）
ひときわ目を引く建物は建築家・黒川紀章氏の設計。医・食・
自然・健康がテーマで、華岡青洲の業績を学べる展示室を中
心に、地元の旬の食材を使用したバイキング、ふるさと物産
ショップなどが楽しめる。

③道の駅青洲の里

華岡青洲の住宅兼診療所で、医学校でもあった。母屋と蔵は
当時の建物のままで、青洲が初めて麻酔手術を行った部屋
などを、人形や音声を使ってリアルに再現しており当時の雰
囲気を体験できる施設となっている。

④春林軒
紀北御開拓の祖神、丹生都比売大神が降臨した聖地にし
て、名手の産土神（うぶすながみ）として地域の人々に親し
まれている。本殿三棟は昭和31年に和歌山県指定文化財
に指定されている。

⑤名手八幡神社
天正15年（1583）境内拡大の時、村の富豪惣助が自邸に
あった松を寄進し植えられたものと伝えられている。樹齢は
約400年と推定され、高さはわずか70㎝で幹が傘状に伸
びている。和歌山県指定文化財天然記念物。

⑥光明寺の松

き
ゅ
う
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し
ゅ
く
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ん
じ
んた
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い

し
ゅ
ん
り
ん
け
ん

か
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ひ

暑
い
日
は

水
分
を
こ
ま
め
に

と
り
ま
し
ょ
う

のどかな
山道
コース♪

遊歩道
コース♪

リアルな人形に少し
びっくりするかも道路のタイルが

デザインタイルに
なっている

身分の高い武士が
宿泊した部屋
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　名
手
駅
を
起
点
と
し
、駅
か
ら
ほ
ど
近
い「
旧
名

手
宿
本
陣
」へ
向
か
う
。参
勤
交
代
で
江
戸
に
向

か
う
紀
州
藩
士
が
宿
泊
所
と
し
て
利
用
し
た
住
宅

で
あ
る
。華
岡
青
洲
の
妻
で
あ
る
加
恵
の
実
家
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。名
手
宿
本
陣
の
前
の
道
、大

和
街
道
を
東
へ
て
く
て
く
歩
く
。細
い
道
路
だ
が

き
れ
い
に
舗
装
さ
れ
て
お
り
歩
き
や
す
い
。国
道

４
８
０
号
線
に
出
る
と
進
路
を
北
へ
と
る
。高
架

を
く
ぐ
る
と
少
し
坂
道
に
な
り
５
０
０
〜
６
０
０
ｍ

ほ
ど
で「
龍
之
渡
井
」に
到
着
す
る
。

　龍
之
渡
井
は
、川
の
上
に
水
を
通
す
水
路
橋

（
掛
樋
）で
あ
る
。散
策
し
た
時
期
は
田
植
え
前
で

あ
り
、満
々
と
水
が
流
れ
て
い
た
。当
初
は
木
造
の

橋
だ
っ
た
が
、幾
度
か
水
害
で
流
さ
れ
、大
正
時
代

に
レ
ン
ガ
と
石
積
み
で
改
修
さ
れ
た
。小
田
井
用

水
に
沿
っ
て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、水
流

の
音
が
心
地
よ
い
。遊
歩
道
を
歩
い
て
い
く
と

「
道
の
駅 

青
洲
の
里
」の
裏
手
に
あ
る
公
園
に
着

い
た
。途
中
か
ら
遊
歩
道
を
は
ず
れ
、山
道
を
歩
い

て
も
道
の
駅
に
た
ど
り
着
け
る
。こ
ち
ら
の
コ
ー

ス
も
の
ど
か
な
山
道
で
歩
き
や
す
い
。

　ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
客
に
人
気
で
、白
桃
の
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
堪
能
し
た
。し
ば
ら
く
休
憩
し
た
後
、隣

接
し
て
い
る「
春
林
軒
」を
訪
れ
た
。
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兼
ね
て
お
り
、蝋
人
形
や
音
声
な
ど
で
リ

ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
展
示
で
興
味
深
く
見
学
で
き

る
施
設
だ
。近
く
に
あ
る「
名
手
八
幡
神
社
」に

立
ち
寄
り
、優
雅
な
三
社
殿
を
拝
ん
だ
。そ
れ
か

ら
最
終
目
的
地
で
あ
る
名
手
駅
近
く
の「
光
明

寺
」へ
向
か
う
。

　光
明
寺
は
名
手
中
心
部
の
町
中
に
あ
る
寺
院

だ
。樹
齢
４
０
０
年
と
い
わ
れ
高
さ
が
70
㎝
の
と

こ
ろ
で
傘
状
に
広
が
っ
て
い
る
光
明
寺
の
松
が
有

名
だ
。そ
こ
か
ら
名
手
駅
ま
で
歩
き
全
行
程
が
終

了
。今
回
は
約
５
㎞
の
距
離
で
所
要
時
間
は
３
時

間
程
の
半
日
コ
ー
ス
だ
。ラ
ン
チ
を
絡
め
て
軽
め

の
散
策
を
楽
し
む
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
。

華
岡

青
洲

 
 
 

ゆ
か
り
の

地
を
巡
る

大庄屋である妹背家の邸宅。江戸時代に参勤交代時の藩主
の宿舎（本陣）として利用されたことから名手本陣と称されて
いる。華岡青洲の妻加恵の実家といわれており国の史跡・重
要文化財に指定されている。

①旧名手宿本陣（きゅうなてしゅくほんじん）
紀州藩主であった徳川吉宗の命でつくられた小田井用水の
施設。土木技師の大畑才蔵が手掛けた水路橋で、これらの
施設により紀の川北側の土地に広大な水田が生まれた。

②龍之渡井（たつのとい）
ひときわ目を引く建物は建築家・黒川紀章氏の設計。医・食・
自然・健康がテーマで、華岡青洲の業績を学べる展示室を中
心に、地元の旬の食材を使用したバイキング、ふるさと物産
ショップなどが楽しめる。

③道の駅青洲の里

華岡青洲の住宅兼診療所で、医学校でもあった。母屋と蔵は
当時の建物のままで、青洲が初めて麻酔手術を行った部屋
などを、人形や音声を使ってリアルに再現しており当時の雰
囲気を体験できる施設となっている。

④春林軒
紀北御開拓の祖神、丹生都比売大神が降臨した聖地にし
て、名手の産土神（うぶすながみ）として地域の人々に親し
まれている。本殿三棟は昭和31年に和歌山県指定文化財
に指定されている。

⑤名手八幡神社
天正15年（1583）境内拡大の時、村の富豪惣助が自邸に
あった松を寄進し植えられたものと伝えられている。樹齢は
約400年と推定され、高さはわずか70㎝で幹が傘状に伸
びている。和歌山県指定文化財天然記念物。

⑥光明寺の松

き
ゅ
う
な

　

て 

し
ゅ
く
ほ
ん
じ
んた

つ 

の   

と

　
い

し
ゅ
ん
り
ん
け
ん

か
け  

ひ

暑
い
日
は

水
分
を
こ
ま
め
に

と
り
ま
し
ょ
う

のどかな
山道
コース♪

遊歩道
コース♪

リアルな人形に少し
びっくりするかも道路のタイルが

デザインタイルに
なっている

身分の高い武士が
宿泊した部屋

6HOUBO WAKAYAMA vol.23



ものづくり

高野口
パイル

at 橋本市

橋本市高野口町はパイル織物
工場が集積する珍しい地域で
あり、日本一の生産高を誇る。
近年、生産量は減っているが、
思いがけない分野に活躍の場
を広げている。

パ
イ
ル
織
物
と
高
野
口

　
パ
イ
ル
織
物
は
、表
面
が
立
ち

毛
、毛
羽
で
覆
わ
れ
て
い
る
布
地

の
こ
と
。高
野
口
地
方
で
は
、織
物

の
基
布
に
毛
（
パ
イ
ル
糸
）が
織

り
込
ま
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
り
、

織
物
と
編
物
の
ど
ち
ら
も
製
造
さ

れ
て
い
る
。身
近
な
も
の
で
言
え

ば
エ
コ
フ
ァ
ー
と
い
わ
れ
る
毛
皮

調
の
も
の
、電
車
の
座
席
な
ど
に

使
わ
れ
る
モ
ケ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る

布
地
、カ
ー
テ
ン
や
服
地
に
使
わ

れ
る
ベ
ル
ベ
ッ
ト
な
ど
が
分
か
り

や
す
い
例
だ
ろ
う
か
。

　
高
野
口
町
は
江
戸
時
代
か
ら
木

綿
織
物
が
盛
ん
な
地
域
だ
。も
と

も
と
は
農
家
の
副
業
と
し
て
始

ま
っ
た
が
、紀
の
川
が
流
れ
る
町

内
は
水
量
に
恵
ま
れ
、織
物
の
染

色
に
適
し
て
い
た
た
め
、地
場
産

業
と
な
っ
た
。

　
「
高
野
口
パ
イ
ル
」の
原
点
は
、

明
治
の
は
じ
め
に
前
田
安
助
氏
が

「
再
織
」と
い
う
特
殊
織
物
の
製
法

を
創
案
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

「
再
織
」は
縦
横
の
糸
を
1
本
ず
つ

交
差
さ
せ
て
織
っ
た
平
織
を
縦
糸

に
沿
っ
て
裁
断
し
、モ
ー
ル
状
に
。

そ
れ
を
横
糸
に
し
て
再
度
織
り

上
げ
れ
ば
計
算
さ
れ
た
色
の
配

置
か
ら
、表
と
裏
が
同
じ
柄
に
な

る
凝
っ
た
仕
上
が
り
と
な
る
。

　
そ
の
後
、
昭
和
の
は
じ
め
に
ド

イ
ツ
か
ら
二
重
パ
イ
ル
織
機
を
導

入
。
昭
和
30
年
代
、
合
成
繊
維
の

開
発
と
物
不
足
を
背
景
に
生
産
量

は
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
っ

た
。
工
場
は
増
加
し
産
業
は
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
。

　
し
か
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
安
い
布

地
が
輸
入
さ
れ
始
め
、
バ
ブ
ル
期

を
前
後
に
生
産
量
は
減
少
し
て
い

く
。
6
0
0
億
円
あ
っ
た
昭
和
60

年
代
と
比
べ
る
と
現
在
は
10
分
の

1
だ
。

「
ほ
ぼ
日
手
帳
」の
カ
バ
ー
に

　
厳
し
い
状
況
の
中
、
産
地
は

努
力
を
続
け
て
い
る
。高
野
口
の

パ
イ
ル
織
物
業
者
が
集
ま
る
紀

州
繊
維
工
業
協
同
組
合
は
、
15
年

前
か
ら
毎
年
、
東
京
で
展
示
会

「
ぷ
わ
ぷ
わ
展
」を
開
催
し
、用
途

や
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
そ
の
質
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
、

ア
パ
レ
ル
で
は
国
内
外
の
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
寝
具
、

新
幹
線
の
シ
ー
ト
な
ど
高
級
な
商

材
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
新

た
な
試
み
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
す
る
生
産
者
も

増
え
て
き
た
。
触
っ
て
み
た
く
な

る″
フ
ワ
フ
ワ″

し
た
風
合
い
の
模

様
が
目
を
引
く
ポ
ー
チ
や
財
布
な

ど
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
。
平
成
29
年

（
2
0
1
7
）
に
は
糸
井
重
里
さ

ん
で
有
名
な
「
ほ
ぼ
日
手
帳
」
の

カ
バ
ー
に
採
用
さ
れ
た
。

災
害
対
策
用
や

　
　
　
産
業
用
資
材
に
も

　
地
場
産
品
を
活
用
し
よ
う
と
、

橋
本
市
と
紀
州
繊
維
工
業
協
同
組

合
と
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、「
災
害

対
策
用
備
蓄
毛
布
」
を
開
発
し

た
。
防
災
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
高
野
口
で
生
産
さ
れ

る
パ
イ
ル
織
物
毛
布
を
、
行
政

が
購
入
し
や
す
い
価
格
帯
に
改

良
し
た
。
触
っ
て
み
る
と
、
一

般
的
な
不
織
布
で
作
ら
れ
た
備

蓄
毛
布
と
は
手
触
り
や
温
か
み

が
ま
る
で
違
う
。
併
せ
て
毛
抜

け
が
し
づ
ら
く
毛
玉
が
で
き
に

く
い
特
徴
が
あ
る
。
災
害
時
の

不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
つ

な
が
り
そ
う
な
仕
上
が
り
だ
。

橋
本
市
は
近
隣
の
自
治
体
に
も

普
及
を
勧
め
て
い
る
。

　
布
地
以
外
に
も
応
用
さ
れ
、
産

業
用
資
材
と
し
て
も
用
途
が
広

が
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
液
晶
パ
ネ
ル
の

生
産
に
欠
か
せ
ず
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
製
造
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
。
ま
た
、
O
A
機
器
内
や
製
造

ラ
イ
ン
で
は
、
伝
導
性
の
あ
る
繊

維
を
用
い
た
パ
イ
ル
織
物
の
ブ
ラ

シ
が
欠
か
せ
な
い
。
ほ
か
に
も
、

排
水
処
理
の
設
備
に
用
い
ら
れ
、

環
境
保
全
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

　
紀
州
繊
維
工
業
協
同
組
合
参

事
の
西
正
幸
さ
ん
が
「
お
も
し

ろ
い
商
品
ほ
ど
詳
し
く
明
か
せ

な
い
ん
で
す
」
と
言
う
よ
う
に
、

隠
れ
た
場
所
で
の
活
躍
が
光
る
。

「
生
産
者
に
よ
っ
て
設
備
に
違
い

が
あ
る
の
で
、
多
種
多
様
な
パ

イ
ル
織
物
・
編
物
が
生
産
で
き

る
地
域
で
す
。
目
的
に
ぴ
っ
た

り
あ
っ
た
生
産
者
を
紹
介
し

あ
っ
て
、『
高
野
口
パ
イ
ル
』
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
こ
れ
か
ら
も
高

め
て
い
き
た
い
」
と
西
さ
ん
。

産
地
の
地
域
力
で
よ
り
一
層
ブ

ラ
ン
ド
化
が
す
す
ん
で
い
き
そ

う
だ
。

左

右上

右下

パイル織物資料館（橋本市高野口町名倉）に展示されている「再織」の織機

編み上げた布地をシャーリングすると模様が現れる
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高野口
パイル

at 橋本市

橋本市高野口町はパイル織物
工場が集積する珍しい地域で
あり、日本一の生産高を誇る。
近年、生産量は減っているが、
思いがけない分野に活躍の場
を広げている。

パ
イ
ル
織
物
と
高
野
口

　
パ
イ
ル
織
物
は
、表
面
が
立
ち

毛
、毛
羽
で
覆
わ
れ
て
い
る
布
地

の
こ
と
。高
野
口
地
方
で
は
、織
物

の
基
布
に
毛
（
パ
イ
ル
糸
）が
織

り
込
ま
れ
て
い
る
特
徴
が
あ
り
、

織
物
と
編
物
の
ど
ち
ら
も
製
造
さ

れ
て
い
る
。身
近
な
も
の
で
言
え

ば
エ
コ
フ
ァ
ー
と
い
わ
れ
る
毛
皮

調
の
も
の
、電
車
の
座
席
な
ど
に

使
わ
れ
る
モ
ケ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る

布
地
、カ
ー
テ
ン
や
服
地
に
使
わ

れ
る
ベ
ル
ベ
ッ
ト
な
ど
が
分
か
り

や
す
い
例
だ
ろ
う
か
。

　
高
野
口
町
は
江
戸
時
代
か
ら
木

綿
織
物
が
盛
ん
な
地
域
だ
。も
と

も
と
は
農
家
の
副
業
と
し
て
始

ま
っ
た
が
、紀
の
川
が
流
れ
る
町

内
は
水
量
に
恵
ま
れ
、織
物
の
染

色
に
適
し
て
い
た
た
め
、地
場
産

業
と
な
っ
た
。

　
「
高
野
口
パ
イ
ル
」の
原
点
は
、

明
治
の
は
じ
め
に
前
田
安
助
氏
が

「
再
織
」と
い
う
特
殊
織
物
の
製
法

を
創
案
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

「
再
織
」は
縦
横
の
糸
を
1
本
ず
つ

交
差
さ
せ
て
織
っ
た
平
織
を
縦
糸

に
沿
っ
て
裁
断
し
、モ
ー
ル
状
に
。

そ
れ
を
横
糸
に
し
て
再
度
織
り

上
げ
れ
ば
計
算
さ
れ
た
色
の
配

置
か
ら
、表
と
裏
が
同
じ
柄
に
な

る
凝
っ
た
仕
上
が
り
と
な
る
。

　
そ
の
後
、
昭
和
の
は
じ
め
に
ド

イ
ツ
か
ら
二
重
パ
イ
ル
織
機
を
導

入
。
昭
和
30
年
代
、
合
成
繊
維
の

開
発
と
物
不
足
を
背
景
に
生
産
量

は
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
っ

た
。
工
場
は
増
加
し
産
業
は
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
。

　
し
か
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
安
い
布

地
が
輸
入
さ
れ
始
め
、
バ
ブ
ル
期

を
前
後
に
生
産
量
は
減
少
し
て
い

く
。
6
0
0
億
円
あ
っ
た
昭
和
60

年
代
と
比
べ
る
と
現
在
は
10
分
の

1
だ
。

「
ほ
ぼ
日
手
帳
」の
カ
バ
ー
に

　
厳
し
い
状
況
の
中
、
産
地
は

努
力
を
続
け
て
い
る
。高
野
口
の

パ
イ
ル
織
物
業
者
が
集
ま
る
紀

州
繊
維
工
業
協
同
組
合
は
、
15
年

前
か
ら
毎
年
、
東
京
で
展
示
会

「
ぷ
わ
ぷ
わ
展
」を
開
催
し
、用
途

や
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
そ
の
質
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
、

ア
パ
レ
ル
で
は
国
内
外
の
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
寝
具
、

新
幹
線
の
シ
ー
ト
な
ど
高
級
な
商

材
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
新

た
な
試
み
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
す
る
生
産
者
も

増
え
て
き
た
。
触
っ
て
み
た
く
な

る″
フ
ワ
フ
ワ″

し
た
風
合
い
の
模

様
が
目
を
引
く
ポ
ー
チ
や
財
布
な

ど
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
。
平
成
29
年

（
2
0
1
7
）
に
は
糸
井
重
里
さ

ん
で
有
名
な
「
ほ
ぼ
日
手
帳
」
の

カ
バ
ー
に
採
用
さ
れ
た
。

災
害
対
策
用
や

　
　
　
産
業
用
資
材
に
も

　
地
場
産
品
を
活
用
し
よ
う
と
、

橋
本
市
と
紀
州
繊
維
工
業
協
同
組

合
と
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、「
災
害

対
策
用
備
蓄
毛
布
」
を
開
発
し

た
。
防
災
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
高
野
口
で
生
産
さ
れ

る
パ
イ
ル
織
物
毛
布
を
、
行
政

が
購
入
し
や
す
い
価
格
帯
に
改

良
し
た
。
触
っ
て
み
る
と
、
一

般
的
な
不
織
布
で
作
ら
れ
た
備

蓄
毛
布
と
は
手
触
り
や
温
か
み

が
ま
る
で
違
う
。
併
せ
て
毛
抜

け
が
し
づ
ら
く
毛
玉
が
で
き
に

く
い
特
徴
が
あ
る
。
災
害
時
の

不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
つ

な
が
り
そ
う
な
仕
上
が
り
だ
。

橋
本
市
は
近
隣
の
自
治
体
に
も

普
及
を
勧
め
て
い
る
。

　
布
地
以
外
に
も
応
用
さ
れ
、
産

業
用
資
材
と
し
て
も
用
途
が
広

が
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
液
晶
パ
ネ
ル
の

生
産
に
欠
か
せ
ず
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
製
造
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
。
ま
た
、
O
A
機
器
内
や
製
造

ラ
イ
ン
で
は
、
伝
導
性
の
あ
る
繊

維
を
用
い
た
パ
イ
ル
織
物
の
ブ
ラ

シ
が
欠
か
せ
な
い
。
ほ
か
に
も
、

排
水
処
理
の
設
備
に
用
い
ら
れ
、

環
境
保
全
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

　
紀
州
繊
維
工
業
協
同
組
合
参

事
の
西
正
幸
さ
ん
が
「
お
も
し

ろ
い
商
品
ほ
ど
詳
し
く
明
か
せ

な
い
ん
で
す
」
と
言
う
よ
う
に
、

隠
れ
た
場
所
で
の
活
躍
が
光
る
。

「
生
産
者
に
よ
っ
て
設
備
に
違
い

が
あ
る
の
で
、
多
種
多
様
な
パ

イ
ル
織
物
・
編
物
が
生
産
で
き

る
地
域
で
す
。
目
的
に
ぴ
っ
た

り
あ
っ
た
生
産
者
を
紹
介
し

あ
っ
て
、『
高
野
口
パ
イ
ル
』
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
こ
れ
か
ら
も
高

め
て
い
き
た
い
」
と
西
さ
ん
。

産
地
の
地
域
力
で
よ
り
一
層
ブ

ラ
ン
ド
化
が
す
す
ん
で
い
き
そ

う
だ
。

左

右上

右下
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シンカーベロアの編立機。編立後、シャーリングする
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̶ 『紀伊国名所図会（二之巻）』より
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毛
皮

調
の
も
の
、電
車
の
座
席
な
ど
に

使
わ
れ
る
モ
ケ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る

布
地
、カ
ー
テ
ン
や
服
地
に
使
わ

れ
る
ベ
ル
ベ
ッ
ト
な
ど
が
分
か
り

や
す
い
例
だ
ろ
う
か
。

　
高
野
口
町
は
江
戸
時
代
か
ら
木

綿
織
物
が
盛
ん
な
地
域
だ
。も
と

も
と
は
農
家
の
副
業
と
し
て
始

ま
っ
た
が
、紀
の
川
が
流
れ
る
町

内
は
水
量
に
恵
ま
れ
、織
物
の
染

色
に
適
し
て
い
た
た
め
、地
場
産

業
と
な
っ
た
。

　
「
高
野
口
パ
イ
ル
」の
原
点
は
、

明
治
の
は
じ
め
に
前
田
安
助
氏
が

「
再
織
」と
い
う
特
殊
織
物
の
製
法

を
創
案
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

「
再
織
」は
縦
横
の
糸
を
1
本
ず
つ

交
差
さ
せ
て
織
っ
た
平
織
を
縦
糸

に
沿
っ
て
裁
断
し
、モ
ー
ル
状
に
。

そ
れ
を
横
糸
に
し
て
再
度
織
り

上
げ
れ
ば
計
算
さ
れ
た
色
の
配

置
か
ら
、表
と
裏
が
同
じ
柄
に
な

る
凝
っ
た
仕
上
が
り
と
な
る
。

　
そ
の
後
、
昭
和
の
は
じ
め
に
ド

イ
ツ
か
ら
二
重
パ
イ
ル
織
機
を
導

入
。
昭
和
30
年
代
、
合
成
繊
維
の

開
発
と
物
不
足
を
背
景
に
生
産
量

は
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
っ

た
。
工
場
は
増
加
し
産
業
は
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
。

　
し
か
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
安
い
布

地
が
輸
入
さ
れ
始
め
、
バ
ブ
ル
期

を
前
後
に
生
産
量
は
減
少
し
て
い

く
。
6
0
0
億
円
あ
っ
た
昭
和
60

年
代
と
比
べ
る
と
現
在
は
10
分
の

1
だ
。

「
ほ
ぼ
日
手
帳
」の
カ
バ
ー
に

　
厳
し
い
状
況
の
中
、
産
地
は

努
力
を
続
け
て
い
る
。高
野
口
の

パ
イ
ル
織
物
業
者
が
集
ま
る
紀

州
繊
維
工
業
協
同
組
合
は
、
15
年

前
か
ら
毎
年
、
東
京
で
展
示
会

「
ぷ
わ
ぷ
わ
展
」を
開
催
し
、用
途

や
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
そ
の
質
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
、

ア
パ
レ
ル
で
は
国
内
外
の
ト
ッ
プ

ブ
ラ
ン
ド
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
寝
具
、

新
幹
線
の
シ
ー
ト
な
ど
高
級
な
商

材
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
新

た
な
試
み
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
す
る
生
産
者
も

増
え
て
き
た
。
触
っ
て
み
た
く
な

る″
フ
ワ
フ
ワ″

し
た
風
合
い
の
模

様
が
目
を
引
く
ポ
ー
チ
や
財
布
な

ど
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
。
平
成
29
年

（
2
0
1
7
）
に
は
糸
井
重
里
さ

ん
で
有
名
な
「
ほ
ぼ
日
手
帳
」
の

カ
バ
ー
に
採
用
さ
れ
た
。

災
害
対
策
用
や

　
　
　
産
業
用
資
材
に
も

　
地
場
産
品
を
活
用
し
よ
う
と
、

橋
本
市
と
紀
州
繊
維
工
業
協
同
組

合
と
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、「
災
害

対
策
用
備
蓄
毛
布
」
を
開
発
し

た
。
防
災
士
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

も
と
に
、
高
野
口
で
生
産
さ
れ

る
パ
イ
ル
織
物
毛
布
を
、
行
政

が
購
入
し
や
す
い
価
格
帯
に
改

良
し
た
。
触
っ
て
み
る
と
、
一

般
的
な
不
織
布
で
作
ら
れ
た
備

蓄
毛
布
と
は
手
触
り
や
温
か
み

が
ま
る
で
違
う
。
併
せ
て
毛
抜

け
が
し
づ
ら
く
毛
玉
が
で
き
に

く
い
特
徴
が
あ
る
。
災
害
時
の

不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
つ

な
が
り
そ
う
な
仕
上
が
り
だ
。

橋
本
市
は
近
隣
の
自
治
体
に
も

普
及
を
勧
め
て
い
る
。

　
布
地
以
外
に
も
応
用
さ
れ
、
産

業
用
資
材
と
し
て
も
用
途
が
広

が
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
液
晶
パ
ネ
ル
の

生
産
に
欠
か
せ
ず
、
デ
ジ
タ
ル
機

器
の
製
造
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
。
ま
た
、
O
A
機
器
内
や
製
造

ラ
イ
ン
で
は
、
伝
導
性
の
あ
る
繊

維
を
用
い
た
パ
イ
ル
織
物
の
ブ
ラ

シ
が
欠
か
せ
な
い
。
ほ
か
に
も
、

排
水
処
理
の
設
備
に
用
い
ら
れ
、

環
境
保
全
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

ブ
ラ
ン
ド
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

　
紀
州
繊
維
工
業
協
同
組
合
参

事
の
西
正
幸
さ
ん
が
「
お
も
し

ろ
い
商
品
ほ
ど
詳
し
く
明
か
せ

な
い
ん
で
す
」
と
言
う
よ
う
に
、

隠
れ
た
場
所
で
の
活
躍
が
光
る
。

「
生
産
者
に
よ
っ
て
設
備
に
違
い

が
あ
る
の
で
、
多
種
多
様
な
パ

イ
ル
織
物
・
編
物
が
生
産
で
き

る
地
域
で
す
。
目
的
に
ぴ
っ
た

り
あ
っ
た
生
産
者
を
紹
介
し

あ
っ
て
、『
高
野
口
パ
イ
ル
』
の

ブ
ラ
ン
ド
力
を
こ
れ
か
ら
も
高

め
て
い
き
た
い
」
と
西
さ
ん
。

産
地
の
地
域
力
で
よ
り
一
層
ブ

ラ
ン
ド
化
が
す
す
ん
で
い
き
そ

う
だ
。

左

右上

右下

パイル織物資料館（橋本市高野口町名倉）に展示されている「再織」の織機

編み上げた布地をシャーリングすると模様が現れる

手ざわりのよい「高野口パイル」の災害対策用備蓄毛布

シンカーベロアの編立機。編立後、シャーリングする
紀州藩の川上で盛んだった「川上木綿」

̶ 『紀伊国名所図会（二之巻）』より

明治時代に高野口で創案された「再織」

現在、手織り教室も開かれている
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編 集 後 記
　先日、２歳の娘と近所の神社に行った時のことです。石灯籠の中を見
たいと言うので、抱っこしてのぞかせ、何が見えるかと聞くと「おつき
さま！」。確かに、のぞいた丸い穴の向こう側の壁には、三日月の形が彫
られていました。調べてみると、丸い穴は太陽で、三日月形はやはり月
を表しているとのこと。石灯籠では一般的なことのようですが、私は知
りませんでした。その由来や、いつからのことなのかなど、興味がわい
ています。
　知らないことを知るというのは楽しいことです。今号の内容を見ても、
パイル織物とデジタル機器の関係や、濱口梧陵が医学の発展に尽くした
ことを私は知りませんでした。読者のみなさんにも、「知らなかった」や

「もっと知りたい」を楽しんでいただけるよう、これからも魅力的な誌面
づくりに取り組んでいきます。
　さて、『ほうぼわかやま』は、昨年度に続き「日本タウン誌・フリーペー
パー大賞」にノミネートしました。昨年は読者投票部門で 25 位。今年
はさらに上を目指したいと思っています。10 月から HP 上で投票できま
すので、ご協力いただければありがたいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集長　宇治田 健志

印刷物を中心に広報活動をお手伝いする会社です。
「ほうぼわかやま」の発行や本づくりを通じ、文字
による地域文化の振興を目指しています。就職応援
BOOK COURSE（コース）の企画・制作も行って
います。［沿革］創業 1972 年。設立 1981 年。

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ http://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008 年から年 2回発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と
社内の活性化の両立を図ることを目的としています。
設置場所：和歌山市内の郵便局、コミュニティーセンター、TSUTAYA WAYなど

詳しくはホームページをご覧ください。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

紀州繊維工業協同組合、青野パイル株式会社、橋本市、紀の川市、
小田井土地改良区、道の駅 青洲の里

応募方法

①医学館   ②史学館   ③文学館

このハガキの各項目をご記入後、切り取って投函（切手は不要です）
もしくは右記QRコードを読み取り、アンケートフォームからご応募
ください。  ※応募はお一人様一枚限りでお願いします。

Vol.22の答えは②興国寺でした。

ご協力ありがとうございました。

問題

2019年10月末日〆切

本誌へのご意見・ご感想

紀州藩が開設した
医学校の名前は？

『再織ハンカチ』を
3名様にプレゼント！！

クイズとアンケートで

当たる！！
クイズとアンケートで

当たる！！
ヒント
本号のどこかに
答えが載っています

今
号
で
は
華
岡
青
洲
の
生
誕
地
で
あ
る
紀

の
川
市
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

華
岡
青
洲
は
、
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）、

世
界
で
初
め
て
麻
酔
薬
「
通
仙
散
」
を
用

い
て
乳
癌
の
摘
出
手
術
に
成
功
し
ま
し
た
。

　
紀
の
川
市
西
野
山
に
あ
る
「
青
洲
の
里
」
で
は
、
華
岡
青
洲
に
関
す
る

歴
史
資
料
の
展
示
や
診
療
所
兼
医
塾
で
あ
っ
た「
春
林
軒
」の
公
開
を
行
っ

て
い
て
い
ま
す
。
道
の
駅
に
も
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
春
林
軒
」
の
ほ
か
に
も
、
本
年
度
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
西
国

三
十
三
所
観
音
巡
礼
の
三
番
札
所
で
あ
る
「
粉
河
寺
」、
重
要
文
化
財
と

な
っ
て
い
る
「
鞆
淵
八
幡
神
社
」
や
「
三
船
神
社
」、国
指
定
史
跡
の
「
紀

伊
国
分
寺
跡
」
や
「
旧
名
手
宿
本
陣
」

な
ど
多
く
の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
紀
の
川
市
は
豊
か
な

大
地
と
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
て

い
る
お
か
げ
で
、
い
ち
じ
く・柿・桃・

は
っ
さ
く
・
キ
ウ
イ
・
い
ち
ご
な
ど

が
旬
に
応
じ
栽
培
さ
れ
て
い
る
県
内

屈
指
の
フ
ル
ー
ツ
王
国
で
す
。

歴
史
と
フ
ル
ー
ツ
あ
ふ
れ
る
紀
の

川
市
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

I
♥
W
A
K
A
Y
A
M
A  
私
の
和
歌
山

紀
の
川
市
長

　中
村

　愼
司

歴
史
と
フ
ル
ー
ツ
あ
ふ
れ
る
紀
の
川
市
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